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平成20年度 各種コンクール表彰

○ 林道維持管理コンクール
知 事 表 彰
最 優 秀

牛 首 林 道 (砂利・舗装道) 白 川 村
優 秀

丸 山 林 道 (舗 装 道) 御 嵩 町

山林協会長表彰
優 秀

白谷～夕谷 林 道 (舗 装 道) 郡 上 市
入 選

冠 山 林 道 (舗 装 道) 揖 斐 川 町
入 選

田 所 林 道 (砂利・舗装道) 下 呂 市

○ 民有林治山工事コンクール
山林協会長表彰
最 優 秀

下呂市馬瀬川上上栗原地区 治山工事 萩原土建㈱
優 秀

関市富之保奥寺谷地区 治山工事 ㈱長尾工務店
入 選

本巣市根尾口谷栃洞地区 治山工事 ㈱マルミ建設
入 選

不破郡垂井町宮代笹石子谷地区 治山工事 平成興産㈱
入 選

海津市南濃町津屋南谷地区 治山工事 ㈱古川組
入 選

揖斐郡揖斐川町瑞岩寺足打谷地区 治山工事 西建産業㈱
入 選

中津川市加子母猪谷地区 治山工事 カシモ機械㈱
入 選

高山市清見町大谷小谷地区 治山工事 ㈱垣源工業



○ 民有林林道工事コンクール
山林協会長表彰
最 優 秀

坂本～弓掛林道 (１工区) 林道新設工事 ㈱讃建
優 秀

尾城山林道 (１工区) 林道新設工事 西野建設㈱
優 秀

洞～数河林道 (１工区) 林道新設工事 ㈱洞口
入 選

揖北林道 林道新設工事 ㈱シミズ工業
入 選

中美濃林道 (３工区) 林道新設工事 ㈱葵組
入 選

相生～落部林道 (３工区) 林道新設工事 ㈱奥田建設

○ 民有林治山木材使用工事コンクール
山林協会長表彰
優 秀

養老郡養老町養老公園唐谷地区 治山工事
西濃農林事務所 大坪 武司

入 選
揖斐郡揖斐川町大字日坂小坂地区 治山工事

揖斐農林事務所 田中 輝和
入 選

恵那市岩村町富田高松地区 治山工事
恵那農林事務所 名和 久徳

○ 民有林林道木材使用工事コンクール
山林協会長表彰
最 優 秀

尾城山林道 (１工区) 林道新設工事
可茂農林事務所 下垣内友哉
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第60回 通常総会提出議案

第１号議案 平成19年度業務報告及び一般会計収支決算の承認について

別紙のとおり １

第２号議案 平成20年度事業計画及び一般会計収支予算の決定について

別紙のとおり 21

第３号議案 平成20年度における会費の率､ 納入の時期及び納入の方法について

別紙のとおり 29

第４号議案 社団法人岐阜県山林協会の資金の預け入れ先金融機関の決定について

別紙のとおり 31

第５号議案 役員の改選ついて

別紙のとおり 32

以上のとおり提出します｡

平成20年８月25日
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会 長 石 川 道 政
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第１号議案

平成19年度 業務報告及び一般会計収支決算の承認について
(平成19年８月１日～平成20年７月31日)

業 務 報 告

１ 総 括

木材需要に占める国産材のシェアーも20％を上回り､ 国産材の需要回復の兆しが見られるようになり

ました｡

しかしながら､ この需要の回復も森林所有者の林業採算性を向上させ､ 森林・林業経営の意欲を喚起

するまでには至っていないのが現状です｡

木材貿易の先行きが不透明さを増す中､ 利用可能な国内の森林資源が充実しつつあることから､ 国産

材原木の安定供給に対する木材生産等の期待は高まってきており､ 林業がこれに的確に応えていくこと

が急務となっています｡ しかし､ 国産材の安定的な供給システムの構築には､ 長期的に国産材需要や木

材価格が低迷してきたことから多くの課題があり､ 木材生産現場での様々な具体的取り組みを通して解

決していく必要があります｡

また､ 平成20年 (2008年) から､ 京都議定書の第１約束期間 (2008年から2012年) が開始しました｡

日本は､ 温室効果ガスの総排出量を基準年 (1990年) に比べて６％削減することを国際的に約束してい

ますが､ それが達成されているかどうかは､ この第１約束期間の実績に基づいて判断されます｡ しかし

ながら､ 現在､ 日本の温室効果ガスの総排出量は基準年と比べて増加しています｡ 日本は､ ６％の削減

約束の達成に向け､ 1,300万炭素トン (基準年総排出量で約3.8％) を森林による二酸化炭素の吸収によっ

て確保することとしています｡ このため､ 国においては､ 現水準にプラスして毎年20万ｈａの追加的な

間伐等の整備を行い､ 引き続き ｢美しい森づくり推進国民運動｣ を展開し､ 森林吸収源対策を加速して

いくこととしています｡

県においては､ 平成18年５月の全国植樹祭開催を契機に､ ｢岐阜県森林づくり基本条例｣ を施行され､

同年12月には､ 平成19年度から５カ年間の活動計画である ｢岐阜県森林づくり基本計画｣ を策定され､

｢①健全で豊かな森林づくり｣ ｢②県産材流通改革｣ ｢③ぎふの木で家づくり｣ ｢④県民協働による森林づ

くり｣ の４つのプロジェクトを推進されています｡

このような状況の中､ 森林の多面的な機能の高度発揮にかかる林業・林産業の役割に対する国民､ 県

民の理解は､ まだ不十分の状況であると思われるので､ 世論の形成に大きな力をもつマスコミなどの応

援や林業､ 林産業活動に対する県民の理解と協働の向上を図るとともに､ 併せて､ 森林・林業施策展開

にかかる国､ 県予算の確保に向けて､ 当協会の平成19年度の活動としては､ 前年度に引き続き､ 次の事

項に力を注いでまいりました｡

第１に､ 県民や子供たちが ｢山の恵みについて考え､ 行動を起こし､ 活動・運動につなげる日｣ とし
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て､ ｢岐阜県森林づくり基本条例｣ において位置づけられた ｢ぎふ山の日｣ の活動として平成19年８月

に ｢ぎふ山の日｣ フェスタを関係団体との共催で開催し､ ｢県民協働による森林づくり｣ 運動の一歩と

して､ 県民に ｢山や緑への親近感・大切さ｣ をＰＲしました｡

同様に､ 同年10月に ｢森と木とのふれあいフェアー｣､ 平成20年５月に ｢岐阜県みどりの祭り｣ を共

催し､ ｢森林づくりの大切さ｣ や ｢木を使うことが山を守ることにつながる｣ ことをＰＲしました｡

第２に､ 平成19年10月に､ 林業団体と関係議員との懇話会を開催し､ 平成20年度県予算に向け､ 林材

業界の当面する課題や ｢岐阜県森林づくり基本条例｣ に基づく ｢基本計画｣ の推進等の課題について､

政治の立場から発言してもらうよう要請しました｡

また､ 11月には､ 平成20年度予算の確保に向け､ 古田知事をはじめ県庁幹部の方々に､ 県の森林・林

業の現状と問題点､ 森林整備の重要性､ 森林施業が山村地域の雇用に果たす役割を伝える活動を行いま

した｡

さらに､ 12月に､ 林業関係３団体において､ 林野庁等に岐阜県で展開される森林・林業活動に理解を

いただき､ 平成20年度予算において配慮されるよう提案要望活動を実施しました｡

第３に､ ｢林業の振興｣ にかかる地域の活動促進に向けて､ 森林・林業関係イベントへの助成､ 月刊

広報誌の発刊等による情報の提供・広報活動の展開､ 各種の研修事業の開催などを実施し､ 会員とその

構成員の実力の養成や林業関係団体の活動促進などを促進しました｡

以下､ 活動について､ 項目別に主な事項を記述します｡
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日 程 行 事 名 場 所

２ 諸 会 議

１) 総 会

平成19年９月10日､ 岐阜市薮田県民ふれあい会館において第59回通常総会を開催し､ 平成18年

度業務報告及び一般会計収支決算の承認並びに平成19年度事業計画､ 一般会計収支予算等を審議

し､ 原案どおり決定した｡

２) 役員会

平成19年８月17日､ 平成20年４月23日､ 役員会を開催し､ 第59回通常総会に提出する案件､ 次

年度予算の考え方､ 欠員役員の補充選任等を審議し､ 原案どおり決定した｡

３) 監事会

平成19年８月17日､ 平成18年度業務内容及び一般会計収支決算について監査が行われた｡

４) 編集会議

｢森
も

林
り

のたより｣ の発刊のため､ 下記のとおり編集会議を開催した｡

平成19年９月11日､ 平成20年１月10日､ ４月23日

５) 治山林道工事コンクール審査会

平成20年６月25日 平成20年度治山林道工事等コンクールの審査会を開催した｡

６) 本協会から出席した主な会議及び行事

平成19年８月２日 中部地区治山林道連絡協議会会長会議 岐 阜 市

～３日

８月８日 第２回ぎふ山の日フェスタ 美 濃 市

８月９日 �日本治山治水協会 理事会・総会 東 京 都

８月22日 岐阜県緑資源造林推進協議会 総会 岐 阜 市

８月30日 林団懇 (林野庁平成20年度予算概算要求説明会) 東 京 都

９月20日 全国治山林道協会長会議 東 京 都

９月20日 民有林振興会セミナー 東 京 都

９月21日 中部地区治山林道連絡協議会 提案要望活動 東 京 都

10月12日 林業団体と林業関係議員との懇話会 岐 阜 市
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日 程 行 事 名 場 所

平成19年10月27日 ～森と木とのふれあいフェア～ 岐 阜 市

～28日

10月31日 森の名手・名人 伝達式 岐 阜 市

11月４日 全国育樹祭 熊 本 県

11月５日 全国治山林道協議会 ｢常勤役職員研修会｣ 東 京 都

11月15日 岐阜県基幹林道・ふるさと林道整備促進協議会 総会 岐 阜 市

11月16日 自由民主党岐阜県支部連合会友好団体連絡協議会 岐 阜 市

11月22日 日本林道協会 総会 東 京 都

11月22日 全国治山林道工事コンクール表彰式 東 京 都

11月22日 平成19年度治山林道のつどい 東 京 都

11月27日 平成19年度森林・林業振興全国大会 東 京 都

11月30日 平成20年度予算岐阜県知事への提案要望 岐 阜 市

12月５日 第33回東海地区みどりの少年団サマージャンボリー開催計画打合せ会議 岐 阜 市

12月12日 山林協会設立60周年記念誌編集会議 岐 阜 市

12月13日 平成20年度林野公共予算対策本部開所式 東 京 都

12月19日 林業３団体平成20年度予算林野庁等への要望 東 京 都

12月26日 林団懇 (林野庁20年度予算説明会) 東 京 都

12月27日 ぎふ山の日推進実行委員会 岐 阜 市

平成20年１月17日 岐阜木材業界新年互礼会 岐 阜 市

１月29日 平成19年度岐阜県緑化功労者表彰者選考委員会 岐 阜 市

２月１日 第38回岐阜県みどりの祭り 実行委員会 岐 阜 市

２月12日 緑の募金 運営協議会 岐 阜 市

２月13日 全国治山林道協会長会議 民有林セミナー 東 京 都

２月21日 緑の募金 推進会議 岐 阜 市

２月26日 �日本林業協会 総会 東 京 都

２月28日 岐阜県治山林道研究発表会 関 市

３月18日 �岐阜県森林公社 理事会 岐 阜 市

３月19日 岐阜県林業経営､ 造林コンクール審査会 岐 阜 市

３月26日 林材業関係13団体 古田現知事に次期知事選への出馬推薦状を提出 岐 阜 市

４月25日 �岐阜県緑化推進委員会 理事会 岐 阜 市

４月30日 第38回岐阜県みどりの祭り 実行委員会 大 垣 市

５月３日 第38回岐阜県みどりの祭り 大 垣 市

５月16日 �岐阜県緑化推進委員会 総会 岐 阜 市
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日 程 行 事 名 場 所

平成20年５月26日 �岐阜県林業経営者協会 総会 岐 阜 市

５月27日 �木曾三川水源造成公社 総会 岐 阜 市

５月28日 �岐阜県森林公社 総会 岐 阜 市

５月28日 岐阜県森林組合連合会 総会 岐 阜 市

５月30日 岐阜県特用林産振興会 総会 岐 阜 市

５月30日 岐阜県木材協同組合連合会 総会 岐 阜 市

６月３日 第33回東海地区みどりの少年団サマージャンボリー打合せ会議 大 垣 市

６月15日 第59回全国植樹祭 秋 田 県

６月18日 中部地区治山林道連絡協議会事務局会議 関 市

～19日 福 井 県

６月24日 岐阜県林業構造改善協議会 総会 岐 阜 市

７月９日 公有林野全国協議会 理事会・総会 東 京 都

７月16日 森と木とのふれあいフェア 企画委員会 岐 阜 市

７月22日 日本造林協会 理事会・総会 東 京 都

７月23日 全国森林病虫獣害防除協会 総会 東 京 都

７月29日 第33回東海地区みどりの少年団サマージャンボリー 関 ヶ 原 町

～31日

７月30日 中部地区治山林道連絡協議会会長会議 福 井 県

～31日
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３ 事 業 活 動

１) 林政活動

｢林野関係予算の確保｣ を主体とする提案要望活動を､ 岐阜県森林組合連合会､ 岐阜県木材協同

組合連合会等の県林材業関係団体とともに岐阜県､ 県関係機関等に対する活動を実施するとともに､

当協会関係中央団体等の活動に併せ中央省庁､ 県選出国会議員等に対する活動を実施した｡� 提案・要望活動及び項目等 (岐阜県､ 県議会議員あて)
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日 程 提案・要望先 提 案 ・ 要 望 事 項

平成19年10月12日

平成19年11月16日

林材業関係団体と県議会林業関係議員懇話会との意見交換会

を開催し､ 林業関係団体が抱えている各種問題等について､ 平

成20年度予算における施策対応について意見交換するとともに､

林政部長から次年度予算への取り組みの考え方をお聞きした｡

意見交換項目

１ 森林整備・保全関係予算の確保と計画的な事業展開

２ 森林環境教育等の推進 ～ ｢緑の子供会議｣ の継続拡充実

施～

３ 森林を支える山村地域の活性化

４ 森林管理実行主体の明確化と支援

５ 県産材生産拡大のための路網の整備及び高性能林業機械の

導入支援

６ 県産材加工体制の整備に対する支援強化

７ 県産材を使用した住宅等の建設に対する支援強化

８ 山林相続税の見直し

９ 持続的林業を確立するための森林整備の推進

10 森林技術者の養成

平成20年度県当初予算編成に対する友好団体としての要望

１ 森林の整備

①公的関与による森林整備の推進

②林内路網の整備

２ 県土保全の推進

①計画的・効率的な治山事業の推進

３ 望ましい林業構造の確立

①林業経営規模の拡大

県議会林業関係

議員

県林政関係幹部

職員

県政自由民主党
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日 程 提案・要望先 提 案 ・ 要 望 事 項

平成19年11月30日

②県産木材産業の競争力の強化

③県産木材の需要拡大

４ 森林環境教育等の推進

～ ｢緑の子供会議｣ の継続拡充実施～

５ 林野公共事業の投入による森林を支える山村の活性化

林材業関係団体とともに平成20年度予算編成について知事に

要望した

１ 県産木材の利用拡大推進策の拡充と積極的な事業展開� 県産材加工体制の整備に対する支援強化� 公共施設の木造化・内装木質化の積極的な推進� 諸学校の木造化・内装木質化及び木製机・椅子の積極的

な配備� 県産材を多様した木造住宅の建設促進� 産直住宅の建設推進策の拡充強化� ｢みどりの健康住宅｣ の建設促進に向けた施策の強化� 土木事業等における木材の積極的な利用� 木質バイオマスエネルギー利用の積極的な推進

２ ｢公共財・環境財｣ である森林の整備・保全のための積極

的な事業展開� 公的関与による森林整備の促進� 林内路網の整備促進� 高性能林業機械導入への助成策の拡充� 意欲ある ｢持続的な林業経営を担いうる者｣ の意欲喚起

策の創設� 森林整備事業に付随する境界確定の支援事業の創設

３ 担い手の対策等の拡充� 林業担い手の定着対策� 持続可能な森林経営を維持させるための山林相続税の見

直し� 森林を支える山村の活性化

４ 森林の維持管理についての県民協働の推進� 森林環境教育等の推進

岐阜県知事



� 提案・要望活動及び項目等 (中央省庁､ 県選出国会議員あて)
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日 程 提案・要望先 提 案 ・ 要 望 事 項

農林水産省

林野庁

県選出国会議員

県選出国会議員

県選出国会議員

平成19年９月21日

平成19年９月21日

平成19年11月22日

｢中部地区治山林道連絡協議会｣ で決議した事項をうけて平

成20年度治山事業・林道事業に関して中部地区協議会が合同で

提案要望

○治山・林道事業共通の提案

１ 林野公共事業予算の大幅拡大

２ ゼロ国債事業予算の確保

３ 事業採択に当たっての予算単年度主義の緩和

○治山事業の提案

１ 治山事業の予算枠の拡大

２ 治山施設の維持補修に係る国庫補助事業の拡充

○森林整備事業提案

１ 森林整備 (林道) 事業の予算枠の拡大及び県市町村負担

の軽減

２ 緑資源幹線林道事業の継続実施及び県等の負担増となら

ない仕組みの構築

３ ふるさと林道事業の継続

日本造林協会総会における決議を踏まえ要望活動を実施｡

１ 森林の多面的機能の発揮と京都議定書における二酸化炭素

削減目標 (６％) の達成の観点から､ 地球温暖化防止森林吸

収源10カ年対策を推進すべく､ 森林整備関係予算の大幅な拡

充とこれに要する環境税の創設をはかること

２ 森林吸収目標を達成するためには､ 間伐等を着実に推進し

ていく必要があることから､ 一層の施策の拡充を図ること

３ 森林整備事業 (造林関係) に係る地方公共団体負担額を起

債対象とすること

４ 提案型・集約化施業をはじめ､ 国産材安定供給体制の整備

を図ること

５ 林野関係国庫補助負担金制度を堅持すること�日本治山治水協会及び日本林道協会が開催した ｢2007治山・
林道のつどい｣ の宣言を受けて要望活動を実施｡
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日 程 提案・要望先 提 案 ・ 要 望 事 項

平成19年11月27日

平成19年12月19日

１ 国土を保全し､ 国民の生命財産を守るため､ 治山事業を協

力に推進すること

２ 林業・山村を振興するため､ 林道事業を積極的に推進する

こと

３ 林野公共事業重点施策推進要望を満額確保すること

４ 森林吸収源対策を着実に推進するため､ 安定的な財源を確

保すること

森林・林業振興全国大会における決議を踏まえ要望活動を実

施｡

１ 地球温暖化防止に向けた ｢美しい森林づくり｣ を推進すべ

く､ 森林整備関係予算の大幅な拡充と環境税の創設等の安定

的な財源の確保を図ること

２ 森林吸収目標を達成するためには､ 間伐等を着実に推進し

ていく必要があることから､ 一層の施策の拡充を図ること

３ 提案型・集約化施業をはじめ､ 国産材安定供給体制の整備

を図ること

４ 森林整備事業 (造林関係) に係る地方公共団体負担額を起

債対象とすること

５ 森林整備のための地域における取組を支援するため､ ｢緑

の雇用担い手対策｣ や ｢花粉発生源対策｣ を推進すること

６ 林野関係国庫補助負担金制度を堅持すること

山林協会・森林組合連合会・木材協同組合連合会の３団体に

より､ 平成20年度予算編成に当たって岐阜県の森林・林業木材

産業の活性化のため下記事項の実現について要望

１ 森林整備を進めるため､ 厳しい地方の財政事林業経営状況

に配慮し､ 県､ 市町村及び森林所有者等の負担の一部の軽減

を図ること

２ 森林施業や木材生産の合理化・効率化のため､ 林道等林内

路網整備 (民有林) の整備促進を図ること� 緑資源幹線林道の整備が円滑に進むよう地方負担増につ

ながらない対策を講じること

県選出国会議員

県選出国会議員

林野庁

総務省



２) 啓発宣伝活動・林業振興活動� 森林・林業知識の普及

ア 月刊誌の発行及び参考図書等の配付

｢森林 (もり) のたより～岐阜県の森林・林業～｣ を毎月4,500冊発行し､ 会員への林政情

報の提供とともに､ 県下の公共施設､ 道の駅､ 高等学校等を通じて配布し､ 広く県民等への森

林・林業への理解を促進するためのＰＲをおこなった｡

また､ 森林整備地域支援交付金制度のあらまし､ 民有林森林整備施策のあらまし､ 造林時報､

林業白書等を購入し､ 会員等に配布するとともに､ 保安林ＰＲパンフレット､ 林道ＰＲパンフ

レット､ 間伐促進パンフレットを大会等において一般県民に配付した｡

イ 研修・講習会の共催

県林政部や関係団体とともに､ 下表の研修・講習会を開催した｡
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日 程 提案・要望先 提 案 ・ 要 望 事 項� 森林基幹道 ｢下呂～萩原線 (下呂市)｣ をはじめとする

公共林道 (開設継続路線 40路線) の整備促進を図ること� ふるさと林道緊急整備事業 ｢和良～明宝線｣ をはじめと

する未完成路線について､ 平成20年度以降も制度の継続及

び国の助成レベルを維持すること

３ 森林・林業・木材産業づくり交付金 (森林整備の促進) の

拡大を図り､ 岐阜県への交付額を確保すること

４ 農産漁村活性化プロジェクト支援交付金の岐阜県への交付

額を確保すること

５ 森林整備地域活動支援交付金制度の拡充及び県､ 市町村､

森林所有者等の負担を一層軽減すること

６ 山地災害の未然防止のため､ 山地災害危険地区治山工事着

手促進を図ること並びに次の事業の新規採択をすること� 平成20年度事業実施予定箇所 162箇所� 地域防災対策総合治山事業の新規採択

大垣市上石津町 (一之瀬川西地区)

７ 過疎・山村地域の振興への支援策を継続・確保すること



� 森林林業の啓発活動

ア ぎふ山の日フェスタの開催

平成19年８月８日､ 美濃市の森林文化アカデミー､ 森林研究所を会場に､ ｢第２回ぎふ山の日

フェスタ｣ を､ 岐阜県､ 岐阜県森林組合連合会､ 岐阜県木材協同組合連合会､ �岐阜県緑化推進
委員会とともに開催した｡

今回の ｢ぎふ山の日フェスタ｣ は､ 日頃､ 山に接する機会の少ない親子が五感を通して山の恵

みを体感し､ 森林づくりの大切さについて意識を高めることを目的に参加・体験型のイベントと

した｡

ＮＰＯ､ 林業グループ､ 森林文化アカデミー､ 森林研究所等18の出展者が各々の特技を生かし

計23の参加・体験型イベントを実施した｡

イ 森と木とのふれあいフェアーの開催

｢森を学ぼう､ 森で遊ぼう､ 森のめぐみを楽しもう｣ をキャッチフレーズに平成19年10月27日

～28日の２日間､ 岐阜市藪田南・県庁前公園において第39回岐阜県林材振興大会の併催行事 ｢森

と木とのふれあいフェアー2007｣ を岐阜県､ 岐阜県森林組合連合会､ 岐阜県木材協同組合連合会､�岐阜県緑化推進委員会､ �岐阜県林業経営者協会､ 岐阜県林業グループ連絡協議会､ 岐阜県木
材利用推進協議会､ 岐阜県特用林産振興会とともに主催し､ 森林・林業・木材産業等21団体の協

賛を得て開催した｡

・出展内容� ｢森を学ぼう｣ 森林づくりの取り組みを紹介する写真・パネル展示､ クイズコーナーやチェ

ンソー目立て実演､ 草木染め体験､ 炭焼き体験､ キットハウス組立体験､ 丸
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日 程 研 修 会 等 場 所

平成19年８月20日

～９月14日

平成19年８月21日

～ 8月22日

平成19年11月30日

平成20年２月16日

平成20年７月18日

平成20年２月28日

岐阜県高性能林業機械オペレーター養成研修会

岐阜県林道新任者研修

岐阜県森林技術士大会

森林研究所研究成果発表会

〃

岐阜県治山林道研究発表会

美 濃 市

美濃加茂市

七 宗 町

大 垣 市

下 呂 市

美 濃 市

関 市



太広場など｡� ｢森で遊ぼう｣ 親子木工教室､ どんぐりコマ回し､竹馬､ペンダント作り､すのこ作り､ウッ

ドチップ広場､ 木片釣り堀､ ブロック広場､ 森と遊ぶ広場など� ｢森のめぐみ｣ 木っ端市､ 間伐材製品販売､ ペレットストーブ展示､ キノコ試食販売､ クラ

フト展示販売､ 木製ベンチ・テーブル・プランター展示販売､ キットハウス

展示販売など

ウ 平成20年５月３日� 大垣市上石津町の ｢かみいしづ緑の村公園｣ で開催された ｢第38回岐阜

県みどりの祭り｣ に実行委員会委員として関係林業団体とともに参画・共催した｡

エ 平成20年７月29日～31日､ 不破郡関ヶ原町の ｢関ヶ原青少年自然の家｣ で開催された第33回東

海地区みどりの少年団サマージャンボリーをはじめ､ みどりの少年団活動に参画するとともに､

活動助成を行った｡� 各種コンクールの実施

関係行政機関の協力を得て､ 次の通りコンクールを実施した｡

ア 林道維持管理コンクール

参加数 ６路線

知事賞 ２路線 白川町､ 池田町

山林協会長賞 優秀 ２路線 中津川市､ 飛騨市

入選 ２路線 郡上市､ 下呂市

イ 治山工事コンクール

参加数 ７社

山林協会長賞 優秀 ２社 尾村美建㈲､ ㈱若森組

入選 ５社 伊藤建工㈱､ ㈲瀬川工務店

マルホ建設㈱､ 阿木土建㈱

㈲安江建設

ウ 治山木材使用工事コンクール

参加数 ４工区

山林協会長賞 優秀 ２工区 下呂農林事務所 内木 宏人
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中濃農林事務所 熊崎 貴之

入選 ２工区 揖斐農林事務所 大橋 吉隆

恵那農林事務所 保 雅之

エ 林道工事コンクール

参加数 ６路線

山林協会長賞 優秀 ２社 ㈱中島工務店､ 山田土建㈱

入選 ４社 ㈱ヤマモト､ ㈱山越建設

二村土建㈱､ 協業組合Ｈ・Ｃ建設

オ 林道木材使用工事コンクール

参加数 ３路線

山林協会長賞 優秀 ２路線 郡上市役所 古池 政人

下呂農林事務所 熊崎 幸司

入選 １路線 池田町役場 竹中 晴彦

カ 岐阜県林業経営コンクールに協賛した｡

３) 林道災害対策

会員である市の管理に係る林道1,519.974ｋｍについて林道賠償責任保険契約を更新した｡

４) 林業団体等に対する助成

県治山林道研究会､ �県緑化推進委員会みどりの少年団連盟､ 県木材利用推進協議会､ 県林業グ
ループ連絡協議会､ 県特用林産振興会､ 県基幹林道・ふるさと林道連絡協議会等の活動並びに行事

に助成した｡

― 13 ―



平成19年度 一 般 会 計 収 支 決 算 書
(平成19年８月１日～平成20年７月31日)

収入決算額 44,186,749円
支出決算額 35,957,159円
収 支 差 額 8,229,590円

１ 収支決算の部
１) 収 入 の 部

２) 支 出 の 部
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勘 定 科 目
予 算 額

円
決 算 額

円
増 減 (△)

円

摘 要
大科目 中科目

１ 会費収入 33,664,000 33,664,000 0� 会 費 収 入 33,664,000 33,664,000 0

２ 出版事業収入 610,000 670,400 60,400� 出版刊行物収入 610,000 670,400 60,400 ｢森林のたより｣広告料等

３ 受託事業収入 1,150,000 1,179,598 29,598� 受託事業収入 1,150,000 1,179,598 29,598 提名板等取扱手数料

４ 基金収入 750,000 750,000 0� 森林林業啓発基金収入 750,000 750,000 0

５ 雑費 100,842 236,593 135,751� 受取利息収入 842 52,250 51,408� 雑 収 入 100,000 184,343 84,343 図書取扱手数料等

６ 積立預金取崩収入 0 0 0� 退職資金取崩収入 0 0 0� 運営資金取崩収入 0 0 0

７ 前期繰越収入 7,686,158 7,686,158 0� 前期繰越収入 7,686,158 7,686,158 0

収 入 合 計 (A1) 43,961,000 44,186,749 225,749

勘 定 科 目
予 算 額

円
決 算 額

円
増 減 (△)

円

摘 要
大科目 中科目

１ 管 理 費 16,100,000 12,980,028 △ 3,119,972� 会 議 費 1,000,000 768,928 △ 231,072 総会 ・役員会� 役 員 報 酬 6,900,000 6,589,400 △ 310,600� 退 職 金 0 0 0� 交 際 費 200,000 63,781 △ 136,219 慶弔等� 給料 手当 2,900,000 1,756,302 △ 1,143,698
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勘 定 科 目
予 算 額

円
決 算 額

円
増 減 (△)

円

摘 要
大科目 中科目� 賃 金 200,000 0 △ 200,000� 福利厚生費 1,300,000 1,164,310 △ 135,690 事業主負担社会保険料等� 旅費交通費 200,000 11,285 △ 188,715� 通信運搬費 500,000 351,885 △ 148,115 電話料・郵送料等� 什器備品費 100,000 60,900 △ 39,100� 消 耗 品 費 200,000 134,396 △ 65,604� 修 繕 費 150,000 19,950 △ 130,050� 印刷製本費 200,000 93,895 △ 106,105� 賃 借 料 400,000 383,867 △ 16,133 コピー機等借上料� 報 償 費 50,000 0 △ 50,000� 退職資金積立金 200,000 200,000 0� 運営資金積立金 0 0 0� 公租 公課 1,100,000 928,900 △ 171,100 固定資産税､ 法人税等� 雑 費 500,000 452,229 △ 47,771 日刊紙､ 林業関係紙購読料

２ 事 業 費 27,861,000 22,977,131 △ 4,883,869� 事業推進費 2,400,000 1,270,662 △ 1,129,338 関係団体会議､ 要望活動､ 林業関係議
員懇話会､ 中部地区ブロック会議等� 振興大会費 3,000,000 1,928,163 △ 1,071,837 森と木とのふれあいフェアー､
ぎふ山の日､ みどりの祭り等� 講習研修会費 700,000 159,941 △ 540,059 治山林道 各種研修会等� 調査研究費 230,000 260,452 30,452 生涯学習強化事業等� 出版事業費 5,200,000 5,119,721 △ 80,279 ｢森林のたより｣ 発刊､ 送付� 受託事業費 1,300,000 1,321,782 21,782 提名板等取扱� 普及宣伝費 1,300,000 1,169,596 △ 130,404 各種パンフレット配布､ 普及イベ
ント開催助成､ ＨＰ開設・維持等� 表 彰 費 100,000 95,819 △ 4,181 林業関係各種コンクール� 林道災害対策費 230,000 229,110 △ 890 林道賠償責任保険� 林業振興費 3,000,000 2,144,625 △ 855,375� 森林林業啓発事業助成金 1,000,000 1,006,260 6,260� 負 担 金 3,900,000 3,110,500 △ 789,500 林業関係中央団体､
県緑化推進委員会､ 他� 補 助 金 1,100,000 608,000 △ 492,000 みどりの少年団連盟､
県森林技術師連盟協議会他� 地区活動費 3,000,000 3,000,000 0 協会関連地域組織活動費� 諸 雑 費 100,000 52,500 △ 47,500� 60周年記念事業費 1,000,000 1,500,000 500,000� 予 備 費 301,000 0 △ 301,000

支出合計 (B1) 43,961,000 35,957,159 △ 8,003,841

収支差額(C1)＝(A1)－(B1) 0 8,229,590 8,229,590



60周年記念事業特別会計収支決算書
当年度末収入決算額 4,500,000円
当年度末支出決算額 ,266,800円
次 年 度 繰 越 額 4,233,200円 (次年度へ繰越)

１ 収支決算の部
１) 収 入 の 部

２) 支 出 の 部
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科 目 積立計画額 前年度末収入決算額 当年度積立額 当期末収入決算額

１ 積 立 金� 積 立 金 4,500,000 3,000,000 1,500,000 4,500,000

小 計 (A2) 4,500,000 3,000,000 1,500,000 4,500,000

科 目 計画額 前年度末支出決算額 当年度支出額 当期末支出決算額

１ 60周年記念総会� 記 念 品 450,000 0 0 0� 開 催 費 500,000 0 0 0

小 計 950,000 0 0 0

２ 60周年記念イベント� 報 償 費 1,000,000 0 0 0� 費 用 弁 償 200,000 0 0 0� チラシ・ポスター 100,000 0� 新 聞 広 告 400,000 0� その他会場費等 200,000 0

小 計 1,900,000 0 0 0

３ 60周年記念紙発行� あ ゆ み 750,000 0 0 0

小 計 750,000 0 0 0

４ 企画会議等事務費� 事 務 費 700,000 11,360 255,440 266,800

小 計 700,000 11,360 255,440 266,800

５ 予 備 費� 予 備 費 200,000 0 0 0

小 計 200,000 0 0 0

小 計 (B2) 4,500,000 11,360 255,440 266,800

収支差額(C2)＝(A2)－(B2) － － － 4,233,200



２ 正味財産増減計算の部� 増 加 の 部

� 減 少 の 部

単位：円

― 17 ―

大 科 目 中 科 目 決 算 額 円

資 産 増 加 額

土 地

什 器 備 品

電 話 加 入 権

運営資金積立金

退職資金積立金 200,000

前 期 繰 越 増 減 差 額 381,904,565

増 加 額 合 計 � 382,104,565

大 科 目 中 科 目 決 算 額 円

資 産 減 少 額

土 地

什 器 備 品

電 話 加 入 権

運営資金積立金

退職資金積立金

減 少 額 合 計 � 0

次 期 繰 越 増 減 差 額 ����� 382,104,565

剰 余 金 計 ������������� 394,567,355



貸 借 対 照 表
平 成 20 年 ７ 月 31 日
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� � � � �� � �� � �� � � � � �� � � � � �� � � � � �� � � � �������������� � � �� � � � � � ��� ������� � �������������� ����������������������� �������� � ����������������� ��� ��������� � � � � �� � � � � � � �� � � � � � � � �� � � � � � � ����������� ��������� ��������� � � � �����

資 産 の 部

勘 定 科 目
金 額

円大 科 目 中 科 目

13,562

12,828,748

7,445,889

187,219

200,400

762,040

4,233,200

0

12,842,310

322,503,258

322,503,258

102,300

8,306,307

50,000,000

1,200,799

59,609,406

382,112,664

394,954,974

� � � � �� � � �� � � �� � � �� � � � � � � � �� � � � � � �� � � � � � �� � � � � � ��� � � � � �� � � ��������� �������������� ������������ �� � � � � �� � � � � � ����������� �������

負 債 の 部

勘 定 科 目
金 額

円大 科 目 中 科 目

0

0

387,619

200,400

187,219

0

387,619

勘 定 科 目
金 額

円大 科 目 中 科 目

8,229,590

4,233,200

382,104,565

394,567,355

394,567,355

394,954,974



財 産 目 録
平 成 20 年 ７ 月 31 日

(資 産 の 部)

１ 流 動 資 産� 現 金� 預 金

経 常 事 業 十六銀行 六条支店 普通預金 № 1102526

受 託 事 業 十六銀行 六条支店 普通預金 № 1101164

預 り 金 口 座 十六銀行 六条支店 普通預金 № 1297333

特 別 会 計 十六銀行 六条支店 普通預金 № 1102526

郵 便 局 口 座 岐阜六条 郵 便 局 №00850－４－184949

２ 固 定 資 産� 有形固定資産

土 地

岐阜市六条江東２丁目５番３ 1,504.16㎡

岐阜市六条江東２丁目５番12 198.47㎡

合 計 1,702.63㎡� その他の固定資産

電 話 加 入 権

運営資金積立金

十六銀行 六条支店 普通預金 № 1111989

十六銀行 六条支店 定期預金

森林林業啓発基金

みずほコーポレート銀行

東京都公募公債 第583回

十六銀行 六条支店 定期預金

退職金積立金

十六銀行 六条支店 普通預金 № 1111971
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摘 要 金 額 円

7,445,889

187,219

200,400

4,233,200

762,040

7,071,631

1,234,676

49,742,054

257,946

1,200,799

13,562

12,828,748

322,503,258

102,300

8,306,307

50,000,000

1,200,799

資 産 合 計 � 394,954,974



(負 債 の 部)

１ 流 動 負 債� 借 入 金� 未 払 金� 預 り 金

社会保険料等預り金

受 託 事 業 預 り 金

口 座 管 理 預 り 金

負 債 合 計 �
正 味 財 産 �＝ (a－b)

監 査 報 告 書

平成19年度業務報告書及び収支決算書について証拠書類及び関係諸帳簿を慎重に監査した結果､ その

内容は､ 正確かつ適正に処理されていることを確認した｡

平成20年８月18日

監 事 安 江 啓 次 �
監 事 山 内 章 裕 �
監 事 船 坂 勝 美 �
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摘 要 金 額 円

200,400

187,219

0

387,619

387,619

394,567,355

菅 沼 武

赤 塚 新 吾

森 泰 朗

印

印

印



第２号議案

平成20年度 事業計画及び一般会計収支予算の決定について
(平成20年８月１日～平成21年７月31日)

事 業 計 画

１ 概 要

森林は､ 林産物の供給をはじめ､ 山地災害の防止､ 水源のかん養､ 自然環境・生活環境の保全､ 保

健・文化的利用の場の提供など多面的な機能を有しています｡ また､ 近年では､ 二酸化炭素の吸収源・

貯蔵庫としての役割や生物の多様性を保全する場としての役割を含め､ 森林のもつ多面的な機能の一

層の発揮が期待されています｡

しかし､ 木材を生産､ 供給することを通じて森林の整備・管理を担ってきた林業・林材業界は､ 国

産材のシェアー回復や木材価格の上昇の兆しが見られるものの､ 依然として低い生産性と山元立木価

格の安値によって林業採算性に回復は見られず､ 森林所有者による自発的な林業活動を促す状況には

至っておりません｡

この結果､ 間伐､ 保育等の森林を健全に維持するための施業が遅れた林分が多く存在することや伐

採後の植林が行われない森林が見られるなど､ このままでは森林の多面的な機能の持続的な発揮を確

保すること､ とりわけ､ 地球温暖化防止吸収源対策10カ年計画の計画的推進が困難となる恐れが生じ

ています｡

この様な背景の中で､ 以下の視点にたった平成20年度の事業活動を必要としています｡

第１に､ 平成18年５月開催の ｢第57回全国植樹祭｣ を期に施行された ｢岐阜県森林づくり基本条例｣

の基づいて５年間の具体的行動として策定された ｢岐阜県森林づくり基本計画｣ の目標実現に向けて､

林業・林材団体としての具体的な提言や要望活動を展開していく必要があります｡

第２に､ ｢あらたな木の時代を目指して｣､ 岐阜県の森林・林材業界を活性化の基盤として､ 将来社

会の担い手である青少年の森林・林業教育の活発化を図るため､ その活動を進めている ｢岐阜県みど

りの少年団連盟｣ の活動等を支援するとともに､ 関係業界との連携のもと､ 青少年の教育活動を促進

する必要があります｡

第３に､ これからの森林・林業・木材産業の振興には､ 循環型社会の構築への木材の活用など一般

県民の森林・林業・木材産業への理解と支援が必要です｡ このため､ 県民が支える森林づくりを念頭

に､ 一般県民や子供たちを対象として“山に親しみ､ 山の恵みについて考え行動を起こし､ そして山

を守っていく”ための幅広い県民運動につなげるため､ 森林・林業・木材産業への興味・関心・理解

を得るための普及啓発活動を拡充する必要があります｡
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以上のような諸課題への対応として､ 国､ 県､ 国会議員､ 県議会議員への提言や要望などの活動を

行い､ 諸課題解決に対する理解を得て､ 国や県の林業関係予算の拡充並びに確保に向けて､ 積極的に

活動することとします｡

また､ 森林・林業・木材産業に係る月刊情報誌の発行､ イベントの開催､ インターネットホームペー

ジの運営などによって､ 一般県民の森林・林業・木材産業への理解を得ることに努めるとともに､ 研

修会の計画的開催などによって､ 会員構成員や森林・林業の関係団体や関心のある団体等関係者の資

質の向上を図ることとします｡

２ 林政活動

１) 提案・要望活動

林政関係事業の適切な推進を図るため､ 当協会が加入している中央の関係団体が行う次の行事に

積極的に参加するほか､ 県内の森林・林業・木材産業関係諸団体と合同で林材業振興のための意見

を取りまとめ､ 国､ 県､ 国会議員､ 県議会議員に森林・林業・林材業の振興にかかる提案・要望活

動を行うこととします｡� 全国協働

ア 治山林道全国大会 (治山・林道のつどい)

イ 森林・林業振興全国大会� 中部地区協働

ア 中部地区治山林道連絡協議会に係る提案事項の検討並びにその要望活動� 県内活動

ア 森林及び林材業の振興等について県知事へ要望・提言

イ 県議会林業関係議員との懇話会の開催と要望・提言

ウ 県林政担当幹部と林材業の振興に係る意見交換会議の開催と要望・提言

エ 県内林材業関係団体との協働による県選出国会議員､ 関係省庁への要望・提言活動

２) 林業振興のために行われる諸行事､ 諸会議への参加

３ 啓発宣伝活動

１) 月刊誌 ｢森林のたより｣ の発刊

森林・林業・木材産業等の情報を会員構成員並びに県民に提供するため月刊情報誌を発行配付し

ます｡
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２) 森林・林業の啓発イベントの開催� ｢ぎふ山の日｣ フェスタ� 森と木とのふれあいフェアー� 岐阜県みどりの祭り� みどりの少年団活動への助成・参画

３) 各種林業技術研修会､ 講習会等の開催助成・参画

会員構成員及び森林・林業従事者の資質の向上のため研修会､ 講習会を開催します｡� 治山林道研究発表会� 林道技術研修会� 林道事業初任者研修会� 高性能林業機械オペレーター養成研修会� 森林科学研究所研究成果発表会� 森林技術士研修交流会活動助成� 女性林業グループ交流研修会

等

４) 業務参考図書の購入配布

会員構成員の資質の向上及び林業振興事業の円滑な展開のため参考図書を購入配付します｡

５) 各種コンクールの実施及び開催協賛� 林道維持管理コンクール� 民有林治山工事コンクール� 民有林治山木材使用工事コンクール� 民有林林道工事コンクール� 民有林林道木材使用工事コンクール� 岐阜県林業経営コンクール

等

４ 林道災害対策

市管理に係る林道について､ 林道賠償責任保険の継続契約
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５ 提名板等の斡旋受託事業

治山事業提名板､ 林道事業標示板等の扱い

６ 林業団体の事業活動への助成

林業団体の森林林業啓発に関する事業実施や団体活動活性化事業への助成
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平成20年度 一 般 会 計 収 支 予 算 書

(平成20年８月１日～平成21年７月31日)

収入予算額 41,765,000円
支出予算額 41,765,000円
収 支 差 額 0円

１ 収支予算の部
１) 収 入 の 部
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勘 定 科 目
予 算 額

円
前年度予算額

円
増 減 (△)

円

摘 要
大科目 中科目

１ 会費収入 30,984,000 33,664,000 △ 2,680,000� 会費収入 30,984,000 33,664,000 △ 2,680,000

２ 出版事業収入 610,000 610,000 0� 出版刊行物収入 610,000 610,000 0 ｢森林のたより｣ 広告料等

３ 受託事業収入 1,050,000 1,150,000 △ 100,000� 受託事業収入 1,050,000 1,150,000 △ 100,000 提名板等取扱手数料

４ 基金収入 750,000 750,000 0� 森林林業啓発基金収入 750,000 750,000 0

５ 雑費 141,410 100,842 40,568� 受取利息収入 41,410 842 40,568� 雑収入 100,000 100,000 0 図書取扱手数料等

６ 積立預金取崩収入 0 0 0� 退職資金取崩収入 0 0 0� 運営資金取崩収入 0 0 0

７ 前期繰越収入 8,229,590 7,686,158 543,432� 前期繰越収入 8,229,590 7,686,158 543,432

収入合計 � 41,765,000 43,961,000 △ 2,196,000



２) 支 出 の 部
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勘 定 科 目
予 算 額

円
前年度予算額

円
増 減 (△)

円

摘 要
大科目 中科目

１ 管理費 15,170,000 16,100,000 △ 930,000� 会 議 費 700,000 1,000,000 △ 300,000 総会 ・役員会� 役 員 報 酬 6,800,000 6,900,000 △ 100,000� 退 職 金 0 0 0� 交 際 費 170,000 200,000 △ 30,000 慶弔等� 給料 手当 2,500,000 2,900,000 △ 400,000� 賃 金 150,000 200,000 △ 50,000� 福利厚生費 1,300,000 1,300,000 0 事業主負担社会保険料等� 旅費交通費 200,000 200,000 0� 通信運搬費 500,000 500,000 0 電話・郵送料� 什器備品費 100,000 100,000 0� 消 耗 品 費 200,000 200,000 0� 修 繕 費 100,000 150,000 △ 50,000� 印刷製本費 150,000 200,000 △ 50,000� 賃 借 料 400,000 400,000 0 コピー機等借上料� 報 償 費 250,000 50,000 200,000 会計士相談� 退職資金積立金 200,000 200,000 0� 運営資金積立金 0 0 0� 公 租 公 課 1,000,000 1,100,000 △ 100,000 固定資産・都市計画税
法人税各種� 雑 費 450,000 500,000 △ 50,000 日刊紙・林業団体紙購読料等

２ 事業費 26,595,000 27,861,000 △ 1,266,000� 事業推進費 2,300,000 2,400,000 △ 100,000 加入林業関係中央団体会議､
林業関係議員懇話会､ 要望活動､
中部地区ブロック会議､ 等� 振興大会費 2,900,000 3,000,000 △ 100,000 森と木とのふれあいフェスタ､
みどりの祭り､ 山の日フェス
ティバル､ 講演会開催等� 講習研修会費 500,000 700,000 △ 200,000 治山林道 各種研修会等� 調査研究費 200,000 230,000 △ 30,000 林団懇例会等� 出版事業費 5,300,000 5,200,000 100,000 ｢森林のたより｣ のカラー頁増� 受託事業費 1,400,000 1,300,000 100,000 治山林道事業完成標示板取扱� 普及宣伝費 1,200,000 1,300,000 △ 100,000 各種パンフレット購入配布､
森林・林業普及イベント開催
助成､ ＨＰの開設・維持� 表 彰 費 210,000 100,000 110,000 治山林道工事・木材使用､
林道維持管理コンクール等



附 予算の流用は､ 会長が専決することができるものとする｡
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勘 定 科 目
予 算 額

円
前年度予算額

円
増 減 (△)

円

摘 要
大科目 中科目� 林道災害対策費 230,000 230,000 0 市管理林道に対する林道賠

償責任保険� 林業振興費 2,500,000 3,000,000 △ 500,000 業務参考図書購入配布� 森林林業啓発事業助成金 1,250,000 1,000,000 250,000� 負 担 金 3,900,000 3,900,000 0 加入林業関係中央団体､
県緑化推進委員会 他� 補 助 金 1,100,000 1,100,000 0 県緑化推進委員会､ みどりの
少年団連盟､ 県治山研究会､
県木材利用推進協議会 他� 地区活動費 3,000,000 3,000,000 0 協会関連地域組織活動費� 諸 雑 費 100,000 100,000 0� 60周年記念事業費積立金 0 1,000,000 △ 1,000,000� 予 備 費 505,000 301,000 204,000

支出合計 (B) 41,765,000 43,961,000 △ 2,196,000



60周年記念事業特別会計収支計画 (案)

資金積立計画

支出計画

注､ 支出計画の年度実績と計画の差額は､ 次年度計画に加算するものとする｡

附 支出計画の流用は､ 会長が専決することができるものとする｡
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項 目 計画額総額
年 度 別 積 立 金 額

備 考
17年度 18年度 19年度 20年度

資金積立額 4,500,000 1,000,000 2,000,000 1,500,000 0

積立金累計 ー 1,000,000 3,000,000 4,500,000 4,500,000

事 業 内 容
予 算 額

年 度 別 執 行 計 画
備 考

項 目 17年度 18年度 19年度 20年度

○60周年記念総会 980,000 0 0 0 980,000

60周年記念品費 480,000 0 0 0 480,000

総会開催費 500,000 0 0 0 500,000

○60周年記念講演会 1,700,000 0 0 0 1,700,000

報償費 800,000 0 0 0 800,000 講師報償費

費用弁償 200,000 0 0 0 200,000

チラシ・ポスター 100,000 0 0 0 100,000

新聞広告 400,000 0 0 0 400,000

その他会場費等 200,000 0 0 0 200,000

○60周年記念誌の発行 920,000 0 0 0 920,000 50年誌以降のあゆみ

○企画会議等事務費 700,000 0 11,360 255,440 433,200
記念誌編集事務労務
費を含む

○予備費 200,000 0 0 0 200,000

支 出 合 計 4,500,000 0 11,360 255,440 4,233,200

支 出 累 計 － 0 11,360 266,800 4,500,000



第３号議案

平成20年度における会費の率､ 納入の時期及び納入の方法について

平成20年度における会費の率等､ 会費納入の時期及び納入の方法は次のとおりとする｡

１ 会 費

会員１人 (１団体) につき 2,000円

２ 特別会費

ア 治山事業 (緊急治山事業及び激特事業を除く) 及び林道事業

平成19年度に､ 県営､ 県代行または補助事業により施行した治山事業､ 林道事業の各事業ごと

の工事請負額のそれぞれの区分毎の額に次の率を乗じて算出した額の合計に0.83を乗じた額 (千

円未満４捨５入)

5,000万円以下 １千分の5.0

5,000万円を超え１億円以下の額 １千分の4.0

１億円を超え５億円以下の額 １千分の3.0

５億円を超え10億円以下の額 １千分の2.5

10億円を超え15億円以下の額 １千分の1.5

15億円を超え25億円以下の額 １千分の0.5

25億円を超える額 １千分の0.1

イ 林業構造改善事業 (事業主体が市町村又は森林組合のもの)､ 森林造成事業 (事業主体が市町

村 (財産区を含む) のもの (公有林での事業))

平成19年度において国庫及び県単の補助事業により実施した林業構造改善事業､ 森林造成事業

の各事業ごとの事業費のそれぞれの区分毎に次の率を乗じて算出した額の合計に0.83を乗じた額

(千円未満４捨５入)

3,000万円以下 １千分の4.0

3,000万円を超え6,000万円以下の額 １千分の3.0

6,000万円を超え9,000万円以下の額 １千分の2.0

9,000万円を超え３億円以下の額 １千分の1.0

３億円を超え７億円以下の額 １千分の0.5

７億円を超える額 １千分の0.1
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ウ 緑資源幹線林道事業 (旧大規模林道事業)

事業施工市町村 各 50,000円

エ 市が管理する林道に対する林道賠償責任保険�岐阜県山林協会に標記保険契約を締結することを委任した関係各市は､ 管理している林道台
帳記載の既設林道 (自動車道) の平成19年３月末現在延長に対し１ｋｍ当り150円の保険料を負

担 (千円未満４捨５入)

３ 納入の時期及び納入の方法

ア 納入の時期

原則として､ 平成20年10月､ 12月､ 平成21年３月の各期に分割 (３等分) し納入することとす

る｡ ただし､ 会費の額が少額の場合は､ １回又は２回で納入することとする｡

イ 納入方法 下記口座に振り込むこととする｡

記

・ 振込先金融機関 ㈱十六銀行六条支店

・ 店 番 １６１

・ 預 金 種 普通預金

・ 口 座 番 号 １１０２５２６

・ 口 座 名 �岐阜県山林協会
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第４号議案

社団法人岐阜県山林協会の資金の預け入れ先金融機関の決定について

次のとおりとする

株式会社十六銀行六条支店

野村證券株式会社岐阜支店

日本郵政公社岐阜六条郵便局
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第５号議案

役員の改選について
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役 名 氏 名 常 勤 ・
非常勤の別

備 考
所属 (役職) 名 推薦地区

会 長 石 川 道 政 非 常 勤 美 濃 市 長 武 儀
副会長 山 内 章 裕 非 常 勤 恵 南 森 林 組 合 長 恵 那

副会長 中 島 薫 常 勤 常 務 理 事 を 兼 務
事務局長事務取扱 全 県

理 事 平 野 元 非 常 勤 山 県 市 長 岐 阜
理 事 藤 原 勉 非 常 勤 本 巣 市 長 岐 阜
理 事 浅 井 健太郎 非 常 勤 関 ヶ 原 町 長 西 南 濃
理 事 宗 宮 孝 生 非 常 勤 揖 斐 川 町 長 揖 斐
理 事 日 置 敏 明 非 常 勤 郡 上 市 長 郡 上
理 事 鈴 木 圓 次 非 常 勤 可 茂 森 林 組 合 長 可 茂
理 事 古 川 雅 典 非 常 勤 多 治 見 市 長 土 岐
理 事 大 山 耕 二 非 常 勤 中 津 川 市 長 恵 那
理 事 野 村 誠 非 常 勤 下 呂 市 長 下 呂
理 事 井 上 久 則 非 常 勤 飛 騨 市 長 飛 騨
理 事 谷 口 尚 非 常 勤 白 川 村 長 飛 騨
監 事 森 泰 朗 非 常 勤 揖斐郡森林組合長 揖 斐
監 事 赤 塚 新 吾 非 常 勤 八 百 津 町 長 可 茂
監 事 菅 沼 武 非 常 勤 飛騨市森林組合長 飛 騨

社団法人 岐阜県山林協会の概要

１ 山林協会設立 昭和24年４月
２ 山林協会の法人化 昭和41年11月30日 社団法人に改組
３ 定款に定める目的 この法人は､ 林業の発展を促進することを目的とする｡
４ 定款に定める事業内容 � 林業知識の普及� 林業の企業性を高め､ その振興を図る｡� 各種林業団体と共通する諸問題の調査及び研究並びにその施策� 森林林業啓発基金の造成及び運用に関する事業
５ 会員の状況 平成20年７月31日現在

市 町 村 34
森林組合 20
合 計 54

６ 役員に関する事項 平成20年７月31日現在

注､ 当分の間 事務局長事務は常務理事の取扱い

７ 事務所の所在等
事務所住所 岐阜市六条江東２丁目５番６号
電話番号 ０５８－２７３－７６６６
Ｅ－mail ｓａｎｒｉｎａｇ＠ｑｕａｒｔｚ.ｏｃｎ.ｎｅ.ｊｐ
ＨＰ ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ. ｇ－ｆｏｒｅｓｔｒｙ. ｏｒ. ｊｐ
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